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優良社協表彰受賞 大仙市社会福祉協議会
「結いっこサービス」～現状とこれから～

　大仙市社協では長年、住民同士の助け合い・支え合いを基盤とした結いっこサービスを通して、地域
福祉の推進に取り組んできました。
　その功績により、「秋田県社会福祉協議会会長表彰（優良社会福祉協議会部門）」の受賞が決定し
ました。
　本来であれば秋田県社会福祉大会における表彰後、実践発表をしていただくところですが、今年度
は新型コロナウイルス感染症拡大防止により大会を中止したため、本誌面でその活動を紹介します。

特集 Ⅰ

　

平
成
22
年
の
開
始
当
初
、
結
い
っ
こ

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
結
い
っ
こ
サ

ポ
ー
タ
ー
が
利
用
者
宅
を
訪
問
し
、
話

し
相
手
や
生
活
相
談
、
代
筆
・
代
読
、

室
内
の〝
ち
ょ
っ
と
〟し
た
手
伝
い
や
買

い
物
支
援
を
行
う
契
約
訪
問（
１
時
間

程
度
）と
、
定
期
的
な
声
か
け
訪
問
を

行
う
巡
回
訪
問（
10
～
20
分
程
度
）の
２

種
類
が
あ
り
ま
し
た
。
対
象
者
は
、
高

齢
の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

障
が
い
を
も
つ
単
身
世
帯
等
で
す
。

　

平
成
23
年
度
末
で
モ
デ
ル
事
業
が
終

了
し
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
の
自
主
事

業
と
し
て
の
実
施
を
契
機
に
、
そ
れ
ま

で
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
変
更
し
、
巡
回
訪
問
を
廃
止

し
て
契
約
訪
問
の
み
と
し
ま
し
た
。

　

利
用
料
は
１
時
間
当
た
り
２
０
０
円
、

ま
た
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
、
利

用
時
間
を
２
時
間
ま
で
延
長
可
能
と
し

ま
し
た
。
対
象
者
は
要
支
援
２
以
下
の

方
と
し
、
家
族
の
仕
事
な
ど
で
日
中
一

人
に
な
る
高
齢
者
へ
も
拡
大
し
ま
し
た
。

結
い
っ
こ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
費
も
、

１
時
間
当
た
り
５
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
支
援
す
る
た

　

結
い
っ
こ
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
仙
市
か

ら
の
委
託
に
よ
り
、
要
援
護
対
象
者
の

把
握
や
見
守
り
活
動
、
住
民
や
関
係
機

関
と
の
協
働
・
連
携
に
取
り
組
む
事
業

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

H22.  1

 2
 3
 4

大仙市が国のモデル事業の「地域福祉推進市町
村」に選定
第１回結いっこサポーター養成講座を開催
大曲地域をモデル地域として先行開始
西仙北地域をモデル地域に指定

H23.  4 実施地域を全市に拡大

H24.  3 国のモデル事業終了

H24.  4 自主事業としてサービス内容を変更して実施

H27.10 「買い物同行」「買い物ツアー」を追加

H31.  4 毎月「買い物ツアー」を利用可能に変更

男性 女性 計

15名 90名 105名

大仙市社協地域福祉推進
マスコットキャラクター

め
実
施
す
る「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

会
」で
は
、
新
た
な
福
祉
制
度
や
認
知
症

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ご
と
に
サ
ポ
ー
タ
ー
が

集
ま
り
意
見
交
換
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
う「
サ
ポ
ー
タ
ー
交
流
会
」も
開
催

し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
で
悩
み
を
相
談

し
た
り
意
見
交
換
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
普
段
抱
え
て
い
る
不
安
を
解
消
す

る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
、「
買
い
物
支
援
」は
宅
配
サ
ー

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
化

結
い
っ
こ
サ
ポ
ー
タ
ー

見
え
て
き
た
課
題

結いっこサポーターになるためには
地域福祉活動サポーター養成講座（5日間）

+
結いっこサポーター養成講座（2日間）

計７日間 受講する必要がある。

さらに、フォローアップ研修会（年１回）、
　　　サポーター交流会（年１回）開催

結いっこサポーター登録者数（令和元年度末現在）

※ 30 代～ 80 代までの
 　方々が活躍中です。

買
い
物
支
援

課
題
①

〈結いっこサービスの歩み（平成22年から現在まで）〉
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強
み
を
生
か
し
て

ビ
ス
の
手
続
き
代
行
の
み
で
し
た
が
、

「
直
接
商
品
を
見
て
買
い
物
を
し
た
い
」

と
い
う
ニ
ー
ズ
と
の
ず
れ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
見
直

し
、
公
共
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
サ

ポ
ー
タ
ー
が
付
き
添
い
を
す
る「
買
い

物
同
行
」や
、
社
協
の
公
用
車
に
よ
る

ス
ー
パ
ー
や
金
融
機
関
へ
の
送
迎
、
施

設
内
で
の
同
行
支
援
を
行
う「
買
い
物

ツ
ア
ー
」を
平
成
27
年
10
月
か
ら
買
い

物
支
援
の
内
容
に
追
加
し
ま
し
た　

　

買
い
物
ツ
ア
ー
は
２
か
月
に
１
回
の

実
施
で
し
た
が
、
平
成
31
年
４
月
か
ら

は
毎
月
１
回
の
利
用
を
可
能
に
し
ま
し

た
。

　

普
段
の
結
い
っ
こ
サ
ー
ビ
ス
は
、
利

用
者
と
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
一
対
一
の
対

話
の
機
会
に
な
り
ま
す
が
、
買
い
物
ツ

ア
ー
で
は
複
数
の
利
用
者
が
参
加
す
る

た
め
、
買
い
物
の
ほ
か
、
利
用
者
同
士

の
交
流
も
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
仙
市
内
で
も
都
市
部
の
大
曲
地
域

で
は
利
用
者
数
の
増
加
が
み
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
山
間
部
の
地
域
で
は
利

用
を
希
望
す
る
方
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

地
域
に
よ
る
利
用
者
数
の
差

課
題
②

　

こ
れ
は
、
山
間
部
で
は
昔
な
が
ら
の

地
域
の
つ
な
が
り
が
あ
る
た
め
、
話
し

相
手
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
ほ
と
ん
ど
な
い

と
い
う
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
「
地
域
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
は
、
理
想
的
な
こ
と
で
あ

り
、
そ
こ
に
無
理
に
サ
ー
ビ
ス
が
介
入

す
る
必
要
は
な
い
も
の
の
、
結
い
っ
こ

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
て
も
活
動

の
機
会
が
な
い
サ
ポ
ー
タ
ー
が
増
え
て

し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
毎
の
活
動
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
を
超
え
て
の
活
動
や
、
結
い
っ

こ
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う

す
る
こ
と
で
サ
ポ
ー
タ
ー
自
身
も
活
動
の

幅
が
広
が
り
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い

く
上
で
貴
重
な
社
会
資
源
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

結
い
っ
こ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
か
ら
は「
目
が
不
自
由
な
の

で
新
聞
を
代
読
し
て
も
ら
っ
た
り
書

類
へ
の
記
入
を
し
て
も
ら
い
助
か
っ
て

い
る
」「
サ
ポ
ー
タ
ー
に
不
安
や
悩
み
を

聞
い
て
も
ら
い
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
」「
サ

ポ
ー
タ
ー
と
お
話
し
な
が
ら
服
や
靴
な

連
携
の
重
要
性

課
題
③

ど
買
い
物
が
で
き
て
楽
し
い
」と
の
声

が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
中
で
は
様
々
な
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、

利
用
者
の
声
を
傾
聴
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー

の
相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
社
協
職
員
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、
家
族
や
近
隣
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
は

欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
や
関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
サ
ポ
ー
タ
ー
を
含
む
関
係
者
の
連

絡
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
登
録
し
て
い
る
１
０
５
名
の
結

い
っ
こ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
様
々
な
職
業
、

経
験
を
さ
れ
て
き
た
方
々
で
あ
り
、
利

用
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
重
要
で
す
。

　

利
用
者
と
結
い
っ
こ
サ
ポ
ー
タ
ー
の

双
方
と
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
、
利
用
し
や
す
く
、
サ
ポ
ー

タ
ー
が
活
動
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

結
い
っ
こ
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
仙
市
社

協
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
柔
軟
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
変

え
ら
れ
る
こ
と
が
強
み
の
一
つ
で
す
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
家
に
引
き
こ
も

り
が
ち
な
高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、
孤

立
す
る
こ
と
が
不
安
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
豊
か
な
経
験
を
持
つ
結

い
っ
こ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
と
も
に
、
結

い
っ
こ
サ
ー
ビ
ス
が
孤
立
化
を
防
ぐ

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
更
に
地
域
に
浸

透
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

買い物ツアーの様子

サポーター交流会の様子
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　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、今年度の本会事業の一部には延期や内容変

更等の影響が出ておりますが、新たに実施している事業や取組みもあります。

　そこで、本会の直近の取組みを紹介します。

高
齢
者
が
活
躍
す
る
場
づ
く
り
支
援
事
業

　

本
会
で
は
、
令
和
元
年
度
に
、
老
人

福
祉
事
業
拡
充
の
た
め
に
使
用
す
る
こ

と
を
条
件
に
遺
贈
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
寄
附
金
を
活
用
し
て
、
今
年
度
か
ら

「
高
齢
者
が
活
躍
す
る
場
づ
く
り
支
援

事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
今
年
度
実
施
す
る
の

は
、
次
の
３
項
目
で
す
。

⑴�

高
齢
者
が
活
躍
す
る
場
づ
く
り
助
成

金
の
交
付

⑵���
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
貸
出
・
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
派
遣

⑶
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
の
開
催

　�

今
回
は
、
⑴
、
⑵
の
実
施
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

　

�

⑶「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
の
開

催
」に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
地
域
活
動
へ
の

参
加
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
具
体
の
活

動
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

が
参
加
で
き
る
場
や
居
場
所
の
確
保
に

向
け
た
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
地

域
活
性
化
や
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　

地
域
で
活
躍
す
る
高
齢
者
を
増
や

し
、
地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
活
性
化

等
に
向
け
て
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場

を
創
出
・
拡
大
す
る
た
め
、
地
域
活
動

に
取
り
組
む
人
材
の
養
成
や
活
躍
の
場

づ
く
り
に
資
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い

る
団
体
に
対
し
て
活
動
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

⑴
助
成
対
象
事
業

　

高
齢
者
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
活
動

又
は
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る

活
動
で
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
実
施
す
る

次
の
活
動

　

ア　

人
材
発
掘
・
養
成
に
係
る
活
動

　

イ　

�

地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
活

性
化
に
資
す
る
活
動

　

ウ　

�

イ
に
つ
い
て
は
、
本
会
職
員

及
び
事
業
の
実
施
内
容
に
応

じ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

事
業
検
討
会
を
開
催
し
協
働

で
進
め
る
活
動
と
し
て「
協
働

枠
」を
別
に
設
け
ま
す
。

⑵
助
成
対
象
団
体

　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
団
体

　

ア　

�

活
動
目
的
等
を
定
め
た
規
約

又
は
会
則
を
有
し
、
事
業
計

画
や
会
計
収
支
が
明
確
で
あ

る
こ
と（
法
人
格
の
有
無
は
問

わ
な
い
）

　

イ　

�

県
内
に
活
動
基
盤
を
有
す
る

こ
と

　

ウ　

�

継
続
的
な
活
動
が
行
わ
れ
る

見
込
み
が
あ
る
こ
と

⑶
助
成
限
度
額

　

ア　

�

人
材
発
掘
・
養
成
に
係
る
活

動　

10
万
円

　

イ　

�

地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
活

性
化
に
資
す
る
活
動　

20
万

円

　

ウ　

�

地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
活

性
化
に
資
す
る
活
動（
協
働

枠
）　

50
万
円

⑷
募
集
期
間

　

令
和
２
年
11
月
２
日（
月
）か
ら

11
月
27
日（
金
）ま
で

NEW

高
齢
者
が
活
躍
す
る
場
づ
く
り

助
成
金
の
交
付
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本
会
が
所
有
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用

具
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
と
は
、
年
齢
や
体
力
に
関
係
な
く

気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
新
し
く
考
案
さ
れ

た
、
技
術
や
ル
ー
ル
が
比
較
的
簡
単
な
軽

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

初
心
者
を
対
象
と
す
る
行
事
な
ど
の

場
合
は
、
用
具
の
貸
出
と
併
せ
て
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

⑴
用
具
を
貸
出
す
る
種
目

【
貸
出
用
具
と
貸
出
可
能
セ
ッ
ト
数
】

◎
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド

◎
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル

◎
ペ
タ
ン
ク

◎
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

◎
ミ
ニ
テ
ニ
ス

◎
ユ
ニ
カ
ー
ル

◎
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

◎
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
貸
出
・

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
派
遣

⑵
貸
出
の
対
象

　

秋
田
県
内
で
活
動
す
る
高
齢
者
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル

　

※�

高
齢
者
以
外
の
団
体
等
が
高
齢
者
を
参

加
対
象
と
す
る
行
事
を
行
う
場
合
は
対

象
と
し
ま
す
。

⑶
貸
出
期
間

　

２
週
間
以
内

⑷
貸
出
料
金

　

無
料

　

※�

貸
出
に
当
た
っ
て
送
料
を
必
要
と
す
る

場
合
は
、
貸
出
を
受
け
る
団
体
等
が
負

担
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⑸
貸
出
の
申
込
み

　

用
具
の
貸
出
を
希
望
す
る
団
体
等
は
貸

出
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

貸
出
申
込
書
は
、
本
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
派
遣
も
、
貸
出

申
込
書
に
よ
り
、
用
具
の
貸
出
と
併
せ
て

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
、
申
請
書
類
等
提
出
先

〒
０
１
０
ー
０
９
２
２　

秋
田
市
旭
北
栄
町
１
ー
５

社
会
福
祉
法
人 

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
・
生
き
が
い
振
興
部

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
１
４

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
４
２

　
　

  　

chiiki@
akitakenshakyo.o

r.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

E
-m

ail
シャフルボード（3 セット）

ターゲットバードゴルフ（9 ホール）

ディスクゴルフ（5 セット）

ニチレクボール（10 セット）

ミニテニス（5 セット）

スマイルボウリング（5 セット）

ペタンク（10 セット）

ユニカール（1 セット）

グラウンド・ゴルフ（16 ホール）

⑸
そ
の
他

　

詳
細
は
、
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
い
る
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
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秋
田
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、「
緊
急

時
の
応
援
に
係
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

確
保
事
業
」を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
・
障
害
者
施

設
等
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

発
生
し
た
場
合
、
職
員
体
制
の
維
持
な
ど

施
設
運
営
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
、

施
設
間
の
相
互
応
援
体
制
を
確
保
す
る
た

め
の
も
の
で
、
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業

務
を
本
会
が
受
託
し
ま
し
た
。

　

感
染
者
が
発
生
し
た
施
設
に
対
し
て
は

原
則
と
し
て
同
一
法
人
内
の
他
施
設
が
応

援
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
い
職
員
が
不
足
す

る
施
設
の
運
営
を
他
法
人
の
職
員
が
応
援

す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
本
会
が
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
事
前
に
各
施
設
か
ら
応

援
可
能
な
職
員
数
等
を
登
録
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
応
援
を
必
要
と
す
る
施
設
か
ら

要
請
を
受
け
た
場
合
に
は
、
本
会
が
、
施

設
種
別
や
地
域
の
状
況
な
ど
に
配
慮
し
な

が
ら
応
援
職
員
の
派
遣
が
可
能
な
施
設
と

の
間
で
期
間
や
業
務
内
容
等
を
調
整
し
、

緊急時の応援に係るコーディネート機能確保事業のイメージ

調
整
が
つ
き
次
第
、
職
員
を
派
遣
す
る
施

設
に
対
し
て
依
頼
を
行
い
ま
す
。

　

応
援
施
設
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
県
内

の
社
会
福
祉
施
設
に
呼
び
か
け
て
お
り
、

現
在
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

本
事
業
の
実
施
要
領
、
応
援
可
能
施
設
等

登
録
票
、
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
内
の
社
会
福
祉
施
設
等
が
一
丸
と
な

り
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
応
援

可
能
施
設
等
の
登
録
と
職
員
の
派
遣
に
特

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〇
９
月
末
現
在
の
登
録
状
況

　
　

登
録
施
設
数　
　

１
３
６
施
設

　
　

派
遣
可
能
人
数　

３
５
５
人

問
合
せ
先

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

　

施
設
経
営
振
興
担
当

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
２
８

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
８
７
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

回答・登録

運営主体内職員派遣

利用者受入等

派遣依頼

派遣依頼 職員派遣

相互連携

照会

登録時

実施時

県

関係団体

県社協

同一運営主体

感染施設等

別施設等

他運営主体の応援元施設等

施設等

県社協

（老施協、団体協等）

サ
ー
ビ
ス
継
続
の
た
め

オ
ー
ル
秋
田
で
支
え
合
い
ま
し
ょ
う

NEW

～
高
齢
者
・
障
害
者
施
設
等
へ
の
緊
急
時
の
応
援
に
係
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
確
保
事
業
に
つ
い
て
～
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
見
通
せ
な
い
中
、
特
に
住
民
や
利
用
者

と
直
接
接
触
す
る
機
会
が
多
い
福
祉
関
係

機
関
・
団
体
、
福
祉
施
設
・
事
業
所
等
に

お
い
て
は
、
徹
底
し
た
感
染
予
防
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
研
修
の
実
施
に
当
た
り
、

受
講
希
望
者
の
研
修
機
会
の
確
保
と
安
全

安
心
の
両
立
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
研
修
の
実
施
方
法

　

受
講
者
の
所
属
、
研
修
内
容
、
講
師
の

対
応
可
否
の
状
況
を
勘
案
し
、
可
能
な
限

り
受
講
者
が
対
面
研
修
と
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
研
修
会
場
に
お
け
る
配
慮

　

研
修
会
場
で
は
、
次
の
点
に
留
意
し
て

い
ま
す
。

　

①�

受
講
者
数
の
設
定（
会
場
の
収
容
定

員
の
半
数
程
度
）

　

②�

講
師
と
受
講
者
及
び
受
講
者
同
士
の

間
隔
の
確
保（
２
ｍ
程
度
）

　

③�

資
料
等
の
配
付
時
の
工
夫（
手
渡
し

の
回
避
）

　

④�

会
場
の
換
気（
ド
ア
や
窓
の
定
期
的

な
開
放
）

　

⑤�

演
習
実
施
時
の
工
夫（
対
面
の
回
避
、

必
要
に
応
じ
た
ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
休
業
や
失
業
等
に
よ
り
一
時
的
又

は
継
続
的
に
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
を
対

象
に
、
緊
急
小
口
資
金
と
総
合
支
援
資
金

に
お
い
て
、
従
来
の
取
扱
い
を
拡
大
す
る

特
例
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
例
貸
付
の
受
付
期
間
は
、
本
年
12
月

末
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申

緊急小口資金 総合支援資金

貸付対象

新型コロナウイルス感染症
の影響を受け、休業等によ
り収入の減少があり、緊急
かつ一時的な生計維持のた
めの貸付を必要とする世帯

新型コロナウイルス感染症
の影響を受け、収入の減少
や失業等により生活に困窮
し、日常生活の維持が困難
となっている世帯

貸付上限

学校等の休業、個人事業主
等の特例の場合
　20万円以内
その他の場合
　10万円以内

二人以上の世帯
　月20万円以内
単身世帯
　月15万円以内

貸付期間 一括（１回） 原則３月以内

据置期間 １年以内 １年以内

償還期限 ２年以内 10年以内

貸付利子 無利子 無利子

申請窓口 市町村社会福祉協議会

件数 金額

緊急小口資金 1,392件 219,400千円

総合支援資金 199件 93,642千円

　

⑥�

他
者
と
共
有
す
る
物
品
や
手
が
触
れ

る
場
所
の
消
毒

　
受
付
で
の
対
応

　

受
付
で
は
密
集
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

と
と
も
に
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
協
力
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

①�

マ
ス
ク
の
着
用

　

②�

手
指
消
毒

　

③�

非
接
触
型
体
温
計
に
よ
る
検
温
及
び

健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
提
出（
受

講
者
の
所
属
に
応
じ
て
）

　
受
講
者
へ
の
事
前
周
知

　

研
修
前
に
、
次
の
３
点
を
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。

　

①�

受
講
時
の
マ
ス
ク
着
用
と
手
洗
い
や

手
指
消
毒
を
推
奨
し
て
い
る
こ
と
。

　

②�

３
７
．
５
度
以
上
の
発
熱
、
咳
や
の

ど
の
痛
み
な
ど
が
あ
る
場
合
、
家
族

や
知
人
に
感
染
の
疑
い
が
あ
る
人
が

い
る
場
合
、
受
講
し
な
い
こ
と
。

　

③�

必
要
に
応
じ
て
、
受
講
者
の
氏
名
及

び
連
絡
先
を
、
保
健
所
等
行
政
機
関

に
提
供
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。

　

万
が
一
、
受
講
中
に
感
染
が
疑
わ
れ
る

症
状
を
発
症
し
た
方
が
出
た
場
合
に
は
、

❶
症
状
が
あ
る
方
を
退
室
さ
せ
、
❷
あ
き

た
新
型
コ
ロ
ナ
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

の
連
絡
と
医
療
機
関
で
の
受
診
を
促
し
、

❸
研
修
会
場
を
換
気
し
消
毒
し
ま
す
。

請
を
お
考
え
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

１

３４

２

問
合
せ
先

地
域
福
祉
・
生
き
が
い
振
興
部

　

地
域
福
祉
・
生
活
相
談
支
援
担
当

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
１
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ

※この特例貸付は、償還時において、なお所得の減少が続く住民税非課税世帯の償還を
免除することができる取扱いとなっています。

【特例貸付の貸付決定状況】 （令和２年 10 月 23 日現在）

研
修
事
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策

緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付
～
12
月
末
ま
で
受
付
期
間
延
長
～
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秋
田
県
福
祉
施
設
経
営
指
導
セ
ン
タ
ー

～
会
計
・
法
律
・
社
会
保
険
労
務
相
談
に
応
じ
ま
す
～

　

秋
田
県
福
祉
施
設
経
営
指
導
セ
ン

タ
ー
で
は
、
社
会
福
祉
施
設
の
適
正

か
つ
安
定
的
な
運
営
と
利
用
者
処
遇

の
向
上
を
図
る
た
め
、
常
勤
相
談
員

が
情
報
提
供
等
を
行
う
一
般
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

専
門
相
談
員
に
よ
る
会
計
・
法
律
・

社
会
保
険
労
務
の
各
相
談
を
月
１
回
、

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
計
・
法
律
・
社
会
保
険
労
務
に

関
し
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
心

配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
専
門

相
談
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
な

お
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
守
秘

義
務
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

【
一
般
相
談
】常
勤
相
談
員
が
対
応

　
〔
月
曜
～
金
曜
〕

　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
専
門
相
談
】専
門
相
談
員
が
対
応

　

・
会
計
税
務
相
談（
公
認
会
計
士
）

　

・
法
律
相
談（
弁
護
士
）

　

・�

社
会
保
険
労
務
相
談（
社
会
保
険

労
務
士
）

○
各
相
談
：
月
１
回　

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

○�

相
談
日
に
つ
い
て
は
毎
月
下
旬
に
、

翌
月
の
専
門
相
談
日
と
相
談
員
名
を

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ《
ニ
ュ
ー
ス
＆

ト
ピ
ッ
ク
ス
欄
》に
掲
載
し
ま
す
。

○
会
場
：
県
社
会
福
祉
会
館
相
談
室

○�
相
談
者
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
相
談

日
を
確
認
の
上
、「
専
門
相
談
申
込

用
紙
」（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
事
務
局
に

メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

○�

事
務
局
：
予
約
内
容
や
相
談
時
間

の
調
整
を
行
い
、
確
定
後
、
相
談

日
時
を
相
談
者
に
連
絡
し
ま
す
。

○�

相
談
者
：
相
談
日
時
に
県
社
会
福
祉

会
館
相
談
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
体
制

利
用
方
法

問
合
せ
先

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

　

経
営
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
０
７

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
８
７
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

・�令和元年度の相談件数は93件（前年比＋15件）でした。内訳は、「経営一般」が最
も多く33件（35.5％）、次いで「会計税務」が30件（32.2％）、「職員待遇」が22件
（23.7％）、「法律」が8件（8.6％）となっています。
・�最近では働き方改革に関すること、新型コロナウイルス感染症に関することの相
談が寄せられています。

○主な内容〈相談内容の傾向〉

○令和元年度の状況

項目 内容

経営一般 経営・事業計画、役員・理事会、
施設運営

会計税務 経理規程、予算・決算、契約、資産・
会計、財務、税務

職員待遇 就業規則、給与規程、労働条件、
職員採用、評価

法律 利用者サービス、規則・規程、
記録、家族・実施機関との関係

【相談内容の動向】

35.5%
経営一般

32.2%
会計税務

23.7%
職員待遇

8.6%
法律

社会福祉あきた  No.357
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職場体験事業のご案内

　

本
会
で
は
、
介
護
の
仕
事
へ
の

就
職
希
望
者
又
は
関
心
の
あ
る
方

で
中
学
生
以
上
の
方
を
対
象
に
、

県
内
の
介
護
施
設
・
事
業
所
で
の

職
場
体
験
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
資
格
・
経
験
は
問
わ
ず
、

参
加
者
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。
体
験
期
間
は
、
原
則
連
続
し

た
３
日
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

体
験
の
内
容
は
、
利
用
者
の
介
助

や
利
用
者
と
の
交
流
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
及
び
行
事
の
補
助
な
ど
で
、

介
護
職
員
等
か
ら
介
護
業
務
に
つ
い

て
の
話
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

申
込
期
限
は
令
和
３
年
２
月
末

ま
で
で
、
３
月
末
ま
で
体
験
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
の
傷
害

保
険
加
入
の
手
続
き
は
本
会
が
行

い
、
保
険
料
は
本
会
が
負
担
し
ま

す
。　

　

本
年
度
上
半
期
は
、
約
90
名
の

方
に
介
護
の
職
場
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
将
来
、
人
と
関
わ
る
仕
事
に
就
き

た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
と
て

も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
人
と
お
話
を
し
て
、
と
て
も

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」と
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
初
め
て
職
場
体
験
を
受
け

入
れ
た
施
設
か
ら
は「
参
加
者
は
、

問
合
せ
先

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

　
　

  　

(

０
１
８)

８
６
４
‐
３
１
６
１

　
　

  　

(

０
１
８)

８
６
４
‐
２
８
７
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

積
極
的
に
利
用
者
と
話
そ
う
と
い

う
目
標
を
掲
げ
、
自
分
な
り
に
話

題
を
考
え
、
自
然
な
雰
囲
気
で
利

用
者
へ
話
し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

利
用
者
も
、
若
い
世
代
が
介
護
に
興

味
を
持
つ
こ
と
を
知
り
、
と
て
も

新
鮮
な
様
子
で
し
た
。」と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
か

ら
は「
元
気
を
分
け
て
も
ら
っ
た
。」

「
若
さ
を
も
ら
っ
た
。」と
の
言
葉
が

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
の
職
場
体
験
で
は
、
介
護

職
員
が
ど
ん
な
場
所
で
、
ど
の
よ

う
に
働
い
て
い
る
の
か
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
、
職
員
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
実
際
の
仕
事
の
流
れ

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
体
験
予
定
者
に
は
、
三
密

を
避
け
た
行
動
や
手
指
消
毒
、
手
洗

い
、
マ
ス
ク
着
用
等
、
徹
底
し
た

感
染
予
防
策
の
励
行
を
お
願
い
し
、

受
入
れ
施
設
の
理
解
を
得
て
い
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
介
護
の

魅
力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
申

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。	

社会福祉あきた  No.357

9



秋
田
市
北
部
の
果
樹
園
に
囲
ま
れ
た
場
所

に
「
障
が
い
者
支
援
施
設
ほ
く
と
」
が
あ
り

ま
す
。

ほ
く
と
で
は
生
活
介
護
・
施
設
入
所
支
援
・

短
期
入
所
・
日
中
一
時
支
援
を
展
開
し
て
お

り
、
現
在
55
名
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

当
施
設
で
は
「
人
権
の
尊
重
と
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
」
を
基
本
理
念
に
掲

げ
、
利
用
者
様
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の
状
態

を
考
慮
し
た
支
援
に
努
め
、
施
設
の
自
主
性
・

独
立
性
を
発
揮
し
な
が
ら
心
身
の
自
立
を
目

指
す
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ほ
く
と
で
は
現
在
、「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
定
期
的
な
大
会
開
催
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
生
配
信
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
委
員

会
で
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
は
、
認
知
機
能
・
運
動
機
能
へ
の
リ

ハ
ビ
リ
効
果
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
障
が
い

の
有
無
、
年
齢
、
性
別
に
関
係
な
く
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

現
在
、
主
に
プ
レ
イ
し
て
い
る
ゲ
ー
ム

は
、
格
闘
、
パ
ズ
ル
、
レ
ー
シ
ン
グ
で
、
利

用
者
様
と
職
員
で
日
々
練
習
を
積
み
重
ね
て

い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
様
と
職
員
が
ペ
ア

を
組
ん
で
練
習
す
る
こ
と
で
、新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
と
い
う
効
果
も

出
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ほ
く
と
で
は
四
季
折
々
の
行

事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

特
に
、夏
に
開
催
さ
れ
る
「
ほ
く
と
祭
り
」

は
、
竿
燈
の
実
演
や
「
ほ
く
と
バ
ー
ガ
ー
」

の
出
店
な
ど
、
地
域
の
方
々
を
招
き
毎
年
大

盛
況
で
す
。
ま
た
、
今
年
の
園
芸
活
動
は
、

丹
精
込
め
て
ひ
ま
わ
り
畑
を
作
り
ま
し
た

が
、
満
開
の
ひ
ま
わ
り
は
目
に
も
心
に
も
癒

し
と
な
り
ま
し
た
。

30

障
が
い
者
支
援
施
設
ほ
く
と

広 

報 
委 
員 
会

『
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
!!
』

ひまわり畑の前で記念写真

利
用
者
様
の

独
自
活
動
と
し

て
は
、
有
志
で

自
治
会
「
友
交

会
」
を
立
ち
上

げ
、
カ
ラ
オ
ケ

ス
ナ
ッ
ク
や
カ

フ
ェ
を
企
画
す

る
な
ど
様
々
な

ア
イ
デ
ア
で
毎

日
活
気
あ
る
生

活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

当
施
設
の
職
員
は
20
～
30
歳
代
が
多
く
、

と
て
も
活
気
の
あ
る
施
設
で
す
。
年
齢
に
と

ら
わ
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
交
わ
し
な

が
ら
行
事
を
企
画
し
、
そ
れ
が
利
用
者
様
の

楽
し
み
と
な
り
、
利
用
者
様
が
笑
顔
で
過
ご

せ
る
よ
う
に
日
々
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

今
後
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
県
内
の
み
な
ら

ず
全
国
の
施
設
等
に
発
信
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

大
会
が
開
催
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
施

設
に
居
な
が
ら
み
ん
な
で
プ
レ
イ
や
応
援
が
で

き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
楽
し
め
る
の
が
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
の
強
み
！
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
施
設
で
も
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

皆

様

の

善

意

　
　
　
【
令
和
２
年
７
月
18
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
15
日
ま
で
】

◎
ご
寄
附
◎

　

●
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
こ
ま
ち　

様

１
７
，
６
０
２
円

　

●
そ
ご
う
西
武
労
働
組
合
秋
田
支
部　

様

１
６
，
３
７
０
円

　

●
秋
田
銀
行
吹
奏
楽
団　

様

１
０
０
，
０
０
０
円

　

●
匿
名　

様　
　
　

  

４
０
，
２
０
０
円

　

●
匿
名　

様　
　
　

  

１
０
，
０
０
０
円

◎
物
品
預
託
◎

　

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

　
　
　
　
　
　
　

ク
ロ
ス
ワ
イ
ズ　

様

　
　
〈
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
〉（
合
計
43
冊
）

                     

⇦　
　
　

    
　
　

県
内
母
子
生
活
支
援
施
設
等
９
ヶ
所
へ

生命保険協会秋田県協会　様

　

●�

一
般
社
団
法
人

　
　

生
命
保
険
協
会
秋
田
県
協
会　

様

　
　

�〈
福
祉
巡
回
車
（
軽
自
動
車
）〉

                     

⇦　
　
　

    

　
　

�

社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　

大
館
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〈
ふ
れ
あ
い
福
祉
募
金
（
各
10
万
円
）〉

                     

⇦　
　
　

    

　

�　

�

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
を
実
施
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
事
業
所
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の

ご
寄
附
◎

　

●
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店　

様

　
　

６
，
５
８
６
円

　

　
　
善
意
の
募
集
に
つ
い
て

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

秋田銀行吹奏楽団　様
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

福祉施設の福祉施設の事故・紛争円満解決のために事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、個人情報取扱事業者
賠償責任保険、動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の
傷害事故補償

❷ 通所型施設利用者の
傷害事故補償

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償
施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

〈SJNK19-14129 2020.2.7作成〉

施設職員の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ

ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

❸ 施設職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償 NEW

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ
1事故・期間中 5,000万円 1億円 3億円

▶保険金額

令和２年度
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運動期間 令和2年10月1日（木）～令和3年3月31日（水）

令和２年度秋田県キャッチコピー

（鹿角市立八幡平中学校 １年 木村　聖那さん）
赤い羽根　小さな協力　大きな力

　

い
つ
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
県
民
の

皆
様
の
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
に
支

え
ら
れ
、
第
74
回
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
が
募
金
活
動
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
秋

田
県
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た

め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
最
大
限
で
き

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

皆
様
の
協
力
が
、
地
域
を
支
え
る

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
よ
う
、
変
わ

ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　赤い羽根共同募金による助成とは別に、新型コロナウイルス感染症の影響により日常生活に課題を抱える子どもや家族、
高齢者等への支援活動を行う団体に対し助成を行っています。
　応募申請等の手続きは、本会ホームページをご覧ください。
○対象事業　社会的に孤立することが懸念される子どもや家族、高齢者等を支援する活動
　・子どもたちに食事を提供する食堂の運営
　・ひとり親家庭、生活困窮者等への食料を届ける活動
　・一人暮らし高齢者、障がい者等の見守りや買い物支援
　・引きこもりや不登校などの子どもや若者の居場所づくり
○対象団体　地域で支援活動を展開している非営利団体　
○対象経費　
　・食品や弁当の配送費、調理器具等の備品の購入費
　・ボランティア行事保険料、会場賃借料や会場の光熱水費など
○助  成  額　１団体あたり上限 30 万円（複数回申請可能）
○対象期間　令和３年３月末日まで

赤い羽根　
小さな協力　
大きな力

令和２年度 赤い羽根共同募金運動キャッチコピー

最優秀賞　木村　聖那さん（鹿角市立八幡平中学校１年）

令和元年度募金活動の様子（湯沢市）令和元年度募金活動の様子（湯沢市）

【助成計画の概要】

あなたの町の社会福祉協議会の活動に 45.8%

16.0%

6.6%

7.8%

5.3%

18.5%

あなたの町の福祉団体やＮＰＯの活動に

あなたの町で運動を進めるための経費に

秋田県内の広域的・先駆的な福祉活動に

災害等準備金の積立や災害時の緊急配分金に

秋田県全体で運動を進めるための経費に

助成計画の詳細については、本会ホームページをご覧ください。

赤い羽根　子どもと家族の緊急支援 全国キャンペーン

令和２年度共同募金運動啓発ポスター
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TEL
H P

社会福祉法人

018-864-2821
http://www.akaihane-akita.or.jp/

秋田県共同募金会

赤い羽根　あきた 検索

令和２年度秋田県募金目標額

193,708,724 円 
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